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研究成果の概要（和文）：1997年「臓器の移植に関する法律」（以下、臓器移植法とする）

が施行され、専門的立場から移植医療に関する普及啓発活動や臓器提供発生時には関係者間
の連絡調整を行う臓器移植連絡調整者（以下、移植コーディネーターとする）が設置された。
現在は社団法人日本臓器移植ネットワーク（以下、ネットワークとする）および各都道府県
に属し約70人が活動している。移植コーディネーターの実際の業務経験と地域（都道府県）
の状況を明らかにすることにより、今後の我国の移植コーディネーターの役割や活動につ
いて再考し、専門職としての身分や資格について検討するために、全国でネットワークと
都道府県に所属する「移植コーディネーターとして活動している者」（以下、現職コーデ
ィネーターとする）および「過去に移植コーディネーターとしての活動経験のある者」（前
コーディネーター）、「都道府県の臓器移植事業担当者」を対象とし、移植コーディネー
ターの実際の業務経験と地域（都道府県）を対象に自記式質問紙調査を行った。調査から
臓器移植事業の事業評価をしている都道府県はほとんどみられないこと、現職コーディネ
ーター自身も給与等の待遇に反映されるような業務評価を受けていなかった。また前コー
ディネーターが辞したのは身分や雇用が安定していないことが主な理由としてあげられた。 
研究成果の概要（英文）： 
 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2008 年度 400,000 120,000 520,000 

2009 年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 900,000 270,000 1,170,000 

 
 

研究分野： 

科研費の分科・細目： 

キーワード：移植コーディネーター 

 
１．研究開始当初の背景 

1997年「臓器移植法」（以下、臓器移植
法とする）に伴い、社団法人日本臓器移植
ネットワーク（以下、ネットワークとする）

を中核とする臓器移植の社会システムと臓
器移植を側面から支える移植コーディネー
ターが誕生した。また、同時に都道府県に
おいては臓器移植に関する普及啓発が責務
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であると定められ、1998年には国庫補助と
しての都道府県への移植コーディネーター
設置事業が開始した。それにより移植コー
ディネーター体制は、ネットワークに所属
する者と都道府県に所属する者と2種類に
なり、合わせて約70人が活動している。移
植コーディネーターの人件費・活動費につ
いては、ネットワークに所属する者には現
在も国が全額補助している。しかし都道府
県に所属する者に関しては、2003年より事
業の定着化と地域に主体性を持たせた臓器
移植事業展開をしてもらうことを理由に、
一般財源化され都道府県単独予算となった。
単独予算になったことから各都道府県では
人件費や福利厚生についての格差が生じて
いる現状がある。 
 
２．研究の目的 

1997 年 臓器移植法が施行され、専門的
立場から移植医療に関する普及啓発活動や
臓器提供発生時には関係者間の連絡調整を
行う臓器移植連絡調整者（以下、移植コー
ディネーターとする）が設置された。移植
コーディネーターは、ネットワークおよび
各都道府県に属し約 70人が活動している。
しかし、移植コーディネーターは、医事法
制無資格者であることからバックグラウン
ドは様々であること、地区によっては臓器
提供が行われる機会がないことから臓器提
供時の調整経験がない移植コーディネータ
ーも存在する。そのような現状を踏まえた
うえでの業務内容を検討する機会は設けら
れていなかったことから、本研究では、移
植コーディネーターの業務に関する経験お
よび就労状況など踏み込んだ視点からの調
査を行う。国内での臓器提供数の増加を目
的として 2009 年に改正臓器移植法が可決
成立し、2010年 7月には全面的に施行され
た。今後提供数の増加が見込まれたとして
も現行体制では移植コーディネーターの人
員が不十分であり、不十分な経験のまま対
応することでの医療現場の混乱が予想され
る。 

本研究では、分析結果を基礎資料とし、
移植コーディネーターが我が国における移
植医療の専門職として根付くために、その
役割をいかに構築すべきかを提案すること
を目的とした。 

 

３．研究の方法 

本調査は郵送による自記式質問紙調査で
ある。「移植コーディネーターとして活動
している者」（以下、現職ＣＯとする）と
「４７都道府県の臓器移植事業担当者」（以
下、都道府県とする）についてはネットワ
ークコーディネーター部長およびネットワ
ークホームページhttp://www.jotnw.or.jp/

に公表されてあるネットワーク正会員名簿
（都道府県）と同じく正会員名簿（臓器バン
ク）あてに文書にて調査協力を依頼する。「過
去に移植コーディネーターとして活動経験
のある者」（以下、前ＣＯとする）に対し
ては研究者が紹介された方へ文書にて調査
協力を依頼する。 
対象者は協力依頼文を読み自由意志によ

り研究協力を判断する。対象者が同意した場
合は、質問紙の返送をもって同意を表明して
もらい、個別回収とした。 

 

４．研究成果 
現職ＣＯ33名、前ＣＯ7名、19都道府県よ

り回答があった。現職ＣＯ、前ＣＯともに以
前の職業経験については看護師等の医療資
格保持者が多かったが会社員、システムエ
ンジニア、自治体職員等医療とは直接関係
のない分野の者もみられた。また、現職Ｃ
Ｏの平均在職期間（～2010.11 現在）は 86.9
カ月（最長 271 カ月、最短 4 カ月）であり、
前ＣＯの平均在職期間は 84 カ月（最長 204
カ月、最短 21 カ月）であった。臓器提供
発生時の対応については臓器提供数が多く
ないことから現職ＣＯ、前ＣＯともに経験
が不十分であるという回答が大半であった。
都道府県による臓器移植コーディネーター
人件費平均は 4,138 千円（最高 6,500 千円、
最低 900 千円）であった。現職ＣＯでは雇
用形態が非常勤である者もみられたがコー
ディネーター以外の本務があり（＝兼任）
非常勤でいる者とコーディネーターが本務
（＝専任）だが採用そのものが非常勤であ
るものに分かれた。臓器移植対策の事業評
価については多くの都道府県が「評価をし
ていない」、「評価方法がない」と回答した。
その理由としては「事業が評価対象ではな
い」「事業内容の評価のしようがない」であ
った。都道府県においては臓器移植対策が
事業評価されておらず、それによりコーデ
ィネーターの人件費についても検討される
までに至らないと考えられた。またコーデ
ィネーター自身も待遇に反映されるような
業務評価をうけていない者が多く、評価を
受けていると回答したコーディネーターは
給与や身分等に反映されていないと回答し
た。前ＣＯが辞した主な理由も身分や給与
が充実していないことがあげられ、活動継
続するために職務範囲に基づいた安定した
雇用体制を望んでいた。このことからも臓
器移植対策の事業評価基準を設け、人事考
課により処遇に反映させ待遇の一元化をは
かることが望ましいと考える。 

現職ＣＯ、前ＣＯともに前述した臓器提

供に関する経験の少なさをカバーするため

の教育システムの構築をネットワークに求



 

 

める声が大きかった。法改正後に臓器提供

数が増加しても地域格差は同様に続くと考

えられるため、数の地域格差のためにコー

ディネーターの能力に差がでるのをカバー

できるだけの教育システムの中身を考える

のが必要とされると考える。また、現職Ｃ

Ｏは自身のキャリアを向上させるための自

己啓発を行っており、その理由は「コーデ

ィネーター業務継続のため」または「今後

コーディネーターを辞しても役に立つよ

う」と回答していた。特徴的であったのは、

看護師資格保持者による大学院進学であっ

た。コーディネーター業務の経験知をきっ

かけに進学したとすれば移植コーディネー

ターはキャリアパスにつながる職種である

と考えられる。 
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